
               

 

 

                                      

 

           

 

 定期テスト①が始まっています！ 
 3 年生は昨日から 3 日間（20～22 日）、1，2 年生は今日から 2 日間（21，22

日）の定期テスト①が行われています。終わったテストのことはひとまず忘れて、

残りのテストにむけて、自信を持って臨めるくらいテスト勉強をするのが理想的で

す。残された時間を有効に使ってください。がんばってください。 

いつもなら、テスト最終日の放課後から部活動がありますが、今回は職員の定

期的な会議があるため部活動の再開は明後日（6/23）となります。ということで、

明日は部活動がなく時間がありますから、テストの振り返りをしながらも、疲れを

取ることを主眼に過ごしてもらえればと思います。 

下記に新学習指導要領について、学習や通知表にかかわるところを紹介します。参考にしてください。 

◆新学習指導要領の全面実施による主な変更点◆ 
令和 3 年度から中学校の新学習指導要領が全面実施となりました。学習指導要領とは、「文部科学省が告示する

初等教育及び中等教育における教育課程（カリキュラム）の基準」です。全国どこの学校でも一定の水準が保てるよ

うにおよそ 10 年に 1度改訂しています。全面実施による主な変更点を紹介します。 

① 目指す学び 

「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」となっているかという視点で、授業改善を進め

ています。「めあて」「ふりかえり」を毎時間行うことも、有効な手段であると考えています。 

② 評価・評定 

昨年度から、すべての教科は、評価3観点の3段階（Ａ・Ｂ・Ｃ）によって、評定 5段階（５，４，３，２，１）が算定

されることとなりました。ただ、評価の3観点3段階で評定5段階を出すと、観点の幅がずいぶんと広いため観点

が変わらないのに、評定が上がったり下がったりすることが想定されてしまいます。そのことから、小俣中では評

価の 3観点をもう少し細かくして、通知表には 5段階（Ａ゜、Ａ、Ｂ、Ｃ゜、Ｃ）の表示としています。 

※評価の 3 観点とは、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」となっています。テスト

はもちろん重要ですが、日ごろの授業や家庭学習の取り組み方が評価されて評定につながります。 

 

アルミ缶回収へのご協力、ありがとうございました。 
6月 8日、9日に今年度 2回目のアルミ缶回収を行いました。前回から 1か月足らずでは

ありましたが、多くのご家庭にご協力をいただき、26,508 個の回収がありました。ありがとうご

ざいました。今年度も生徒会によるアルミ缶回収を 9回予定しています。目標は 35万個です

から毎回約 4 万個回収できれば目標を達成することができるという

計算です。生徒会活動にも有効利用させていただいていますので、

無理のない中でのご協力をお願いいたします。 

このアルミ缶回収と同時期には、生徒会本部が中心にあいさつ

運動も実施しています。 

 

☆第73回伊勢市中学校春季陸上競技大会終わる☆ 
 他の運動部活動は、5 月の伊勢市中体連春季大会がありましたが、陸上部については 6 月に中体連春季連合大会が開催

されました。コロナ禍前までは、市内全生徒による応援もあった大会でしたが、時代が変わってきたのか、その形式の大会ではなく

なりましたが、出場する選手は熱い戦いを見せてくれました。 

【大会結果】 6 月 4 日 伊勢市中学校春季連合陸上競技大会  

（総合の部）男子総合の部 第３位    女子総合の部 優勝    男女総合の部 準優勝 

      共通混合４×２００ｍR 第 1 位 西嶋和奏・曽野想・南奏志・大野晴世 

（男子の部） 

共通 100m 第 4 位 南奏志  第６位 網谷奏        2 年 100m 第 4 位 白築凜大 
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緊急のお知らせ 

交通事故による被害を防ぐ

ため、「自らの命や安全は自分

で守る」よう、生徒に呼びかけ

ました。学校は、安全指導の徹

底をさらに進めていきます。 

ご家庭でも、ご指導のほどよ

ろしくお願いいたします。 



共通 200ｍ 第 2 位 大野晴世   共通 400ｍ 第 2 位 大野晴世   第３位 山﨑大雅 

2 年 200m 第 4 位 白築凜大    共通 800m 第 5 位 山﨑大雅 

共通 1500m 第 4 位 前川釉都 

2 年 1500m 第 5 位 辻結翔    共通 110mH 第 4 位 宮本琉星 

共通４×１００ｍR 第 3 位 山﨑大雅・南奏志・大野晴世・網谷奏 

共通走幅跳 第１位 網谷奏     1 年走幅跳 第 4位 寺本悠真 

共通走高跳 第 5位 石村祐樹   2 年走高跳 第 6位 井上雅斗 

共通砲丸投 第 4位 安部想麗    2 年砲丸投 第 2 位 森蓮  

共通棒高跳 第 1位 石村祐樹   共通円盤投 第 1位 東琉空   第 4 位 安部想麗 

共通ジャベリックスロー 第 5位 東琉空  1 年ジャベリックスロー 第 4 位 奥田樹     

（女子の部） 

共通 100ｍ 第 2 位 西嶋和奏  第 3位 西嶋夏鈴    2 年 100ｍ 第 2位 角田ルビイ  第 4 位 橋本千嬉 

1 年 100m 第 2 位 林捺愛   第 6 位 山田梨乃     共通 200m 第 2 位 西嶋和奏 

2 年 200ｍ 第 1 位 曽野想  第 5 位 中村明空      1 年 800m 第 1 位 太田素維  第 3 位 山本菜純 

2 年女子 800m 第 5 位 野田知花               共通 1500m 第 6 位 野田知花 

共通１００ｍH 第 1 位 角田ルビイ                共通女子棒高跳 第１位 須田心華 

低学年４×１００ｍR 第 1 位  曽野想・山田梨乃・林捺愛・橋本千嬉 

共通４×１００ｍR 第 1 位  角田ルビイ・辰巳ひより・西嶋夏鈴・西嶋和奏 

共通走幅跳 第 3位 曽野想    1 年走幅跳 第 2位 松本夏南    共通走高跳 第 6 位 鈴木希空 

2 年走高跳 第 4位 濱口風希   2 年砲丸投 第 2位 野﨑唯来    共通円盤投 第 6 位 有竹陽菜詩 

共通ジャベリックスロー 第 3位 有竹陽菜詩    1 年ジャベリックスロー 第 2 位 松本夏南 

（優秀選手賞） 

石村祐樹、網谷奏、西嶋和奏、辰巳ひより、曽野想、橋本千嬉、角田ルビイ、西嶋夏鈴、林捺愛、山田梨乃 

市中体連春季大会入賞種目 団体メンバー紹介 

5 月 14、15 日 サッカー大会  優勝 

稲垣志優、萱沼健生、川元俐欧、後藤一颯、澤歩希、下井聖、西村岳留、松本凌、南遥人、簑島睦樹、宮西龍也、 

宮本魁聖、吉村武起、和谷真希、岡田陽稀、小村航太、櫻井大知、田端玲音、南優心、山口陸歩、松本凌空 

5 月 14 日 卓球大会 

男子団体の部 第 3位 田中捷斗、大西拓斗、宮本裕斗、濵野蒼衣、黒田凪、井村悠斗、小林光希、丸池広泰 

女子団体の部 準優勝 右京心愛、橋本彩加、小濱奈々、山本彩衣、松田聖花、中西美宇、下愛実、渡部泉水 

5 月 14、15 日 バレーボール大会  

男子の部 優勝 奥田隼人、小久保波輝、清水元太、石原央雅、舟瀬悠人、橋爪悠輔、      

藤原琉維、黒瀬永遠、奥野颯汰、田所太一、伊藤太久、東柊羽 

女子の部 第 3位 濱愛彩、佐々木怜、近藤寧々、中島香羽、泉胡留、西濱梨乃、 

堀口陽菜、松浦真美、片山穂花、野田ももか、濱地由芽、奥野愛桜、 

村上澪、山添妃室、羽根優奈、竹内由奈、泉星來、天花寺恋晴、北吉夏緒、中村梨愛 

5 月 15 日 ソフトテニス大会 

男子団体の部 準優勝 中野煌大、鈴井徹平、中村宗人、上村櫂飛、長廻柊、伊藤星輝凪、中西奏良、佐々木孝佑 

女子団体の部 第 3位 滝成恵、郡家由子、中尾侑那、西田羅那、和田琉々椛、池田七菜、一木柚那、岡井里帆 

5 月 21 日 バドミントン大会 

男子団体 準優勝 松本准、カララ・ルイズ、加藤佑翼、佐波宏星、田端快琉、橋本龍太、坂口慶 

女子団体 準優勝 奥田凪、野崎朱里、森井萌琉、奥村紗羽、藤井栞、福西陽奈乃、谷田楓華 

5 月 21 日 軟式野球大会 第 3位  

奥野朔空、平石陸真、濵砂玖士、澤奏斗、小倉太翔、村井漣、𠮷岡裕一郎、平石涼真、新美怜臥、新美天聖、 

中西良太、團野佳紀、小見山堅太、藤原快、奥川大航、松本悠汰、林大翔、溝口瑛太 

 

市中体連春季大会同様、連合陸上大会も今年でひと区切りとなり、来年度以降、地区の中体連大会は伊勢度会地区に

よる夏と秋の 2 大会に集約されていきます。運動部活動においては、スポーツ庁が動き出して、休日の活動は地域の指導者に

任せていく、いわゆる地域移行が令和5～7年の 3年間かけて進んでいく予定です。さらに、来年度から中体連の全国大会にも、

条件を満たしたクラブチームの参加も認められていくという、大きな変革の時期を迎えています。 

誰もが、やりがいを持って取り組める活動になるよう、国や県、市がより良いしくみづくりを進めてもらっていることと思います。今の

ところ、方向性は示されてはいますが、具体的な形は公表されていません。見守っていきたいと思います。 


